（参考資料２）

令和５年度岩手県認知症介護実践者等養成研修　実施状況資料

	№
	研修名
	実施状況資料

	
	
	

	１
	認知症介護基礎研修
	別紙①参照

	２
	認知症介護実践者研修
	別紙②参照

	３
	認知症介護実践リーダー研修
	別紙③参照

	４
	認知症対応型サービス事業開設者研修
	別紙④参照

	５
	認知症対応型サービス事業管理者研修
	別紙⑤参照

	６
	小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修※
	別紙⑥参照


　○　令和５年度は、消毒液の設置、換気や検温等、必要な感染症対策を実施した。
　
令和５年度認知症介護実践者等養成研修事業　実施総括表
	研修名
	認知症介護基礎研修

	実施状況
	目　的
	認知症介護に関する基礎的な知識及び技術を修得させる。

	
	対象者
	介護保険施設・事業所等に従事する介護職員

	
	実施時期
	　ｅラーニング型　※学習時間は全180分程度
受講期間：令和５年５月～令和６年２月

	
	研修場所
	自事業所等

	
	受講定員
(実人員)
	定員　制限なし　（修了者見込数　975名）

	
	実施内容
	　認知症の人の理解と対応の基本

	研修担当者の所見
	・令和３年度からeラーニングシステムにより実施していること。
・介護に直接携わる職員のうち医療・福祉関係の資格を有さない
者に対して受講が義務づけられたことについて、留意する必要が
あること。


　
令和５年度認知症介護実践者等養成研修事業　実施総括表
	研修名
	認知症介護実践者研修

	実施状況
	目　的
	認知症の原因疾患や容態に応じ、本人やその家族の生活の質の向上を図る対応や技術を修得させる。

	
	対象者
	身体介護に関する基本的知識・技術を修得している者で概ね実務経験２年以上の者

	
	実施時期
	　各期５日間の講義･演習、４週間の職場実習及びまとめ
第1期 令和５年７月13日・14日、８月23日・24日、９月29日
第２期　令和５年７月31日・８月１日、９月５日・６日、
10月13日
第３期　令和５年９月13日・14日、10月19日～20日、11月22日

	
	研修場所
	　盛岡市勤労福祉会館

	
	受講定員
(実人員)
	定員　405名（修了278名）
第１期：定員135名（修了100名）
第２期：定員135名（修了80名）
第３期：定員135名（修了98名）　合計278名

	
	実施内容
	　１　認知症ケアの基本
　２　認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの
実践
３　実習

　※詳細は募集要項のとおり

	
	講師
	県内の認知症介護指導者

	備考
	・当該研修講師は、県内の認知症介護指導者に依頼している。



令和５年度認知症介護実践者等養成研修事業　実施総括表
	研修名
	認知症介護実践リーダー研修

	実施状況
	目　的
	ケアチームにおける指導的立場として実践者の知識・技術・態度を指導する能力及び実践リーダーとしてのチームマネジメント能力を修得させる。

	
	対象者
	介護業務に概ね５年以上従事した経験を有する者であって、実践者研修を修了し１年以上経過した者

	
	実施時期
	令和５年10月４日～６日、10月26日・27日（講義・演習）
　10月28日～12月14日（自施設実習）
　12月15日（まとめ）

	
	研修場所
	　盛岡市勤労福祉会館

	
	受講定員
(実人員)
	定員55名（修了76名）

	
	実施内容
	　１　認知症介護実践リーダー研修総論
　２　認知症の専門知識
３　認知症ケアにおけるチームケアとマネジメント
４　認知症ケアの指導方法
５　認知症ケア指導実習
※詳細は募集要項のとおり

	
	講師
	　県内の認知症介護指導者　

	研修担当者の所見
	・当該研修は、介護保険の加算措置があることから、受講希望者が増加しているため、受講決定の作業に時間を要すること。
・当該研修講師は、県内の認知症介護指導者に依頼している。



令和５年度認知症介護実践者等養成研修事業　実施総括表
	研修名
	認知症対応型サービス事業開設者研修

	実施状況
	目　的
	事業所の運営に必要な「認知症高齢者の基本的な理解」「認知症高齢者ケアのあり方」「適切なサービス提供のあり方」などの知識を修得させる。

	
	対象者
	指定小規模多機能型居宅介護事業者又は指定認知症対応型共同生活介護事業者の代表者

	
	実施時期
	　令和５年８月４日（講義）及び現場体験１日

	
	研修場所
	　岩手県福祉総合相談センター

	
	受講定員
(実人員)
	　定員20名（修了10名）

	
	実施内容
	　１　認知症高齢者の基本的理解

　２　認知症高齢者ケアのあり方
３　家族の理解・高齢者との関係の理解
４　地域密着型サービスの取組み
５　現場体験
※詳細は募集要項のとおり

	
	講師
	県長寿社会課担当職員
県内事業所職員（認知症介護指導者）等　

	研修担当者の所見
	・当該研修受講者は、新規開設予定事業者の理事長等、組織のトップであり、異業種からの参入もみられる。このため、認知症の基礎知識から具体的な展開に至るまでの多岐にわたる研修内容を受講者が理解できるよう、経験豊富な講師の人選に留意する必要があること。
・８時間の現場体験場所は、事業所が所在する市町村外で、受講申込者の住所に近い場所で受講できるよう配慮を要すること。
・現場体験後のレポート提出について、字数や内容が不十分なものとならないよう、及び期限までに必ず提出されるよう、「レポート作成・提出のねらい」を定め、作成・提出方法等の周知を徹底すること。



令和５年度認知症介護実践者等養成研修事業　実施総括表
	研修名
	認知症対応型サービス事業管理者研修

	実施状況
	目　的
	事業所の管理・運営に必要な「指定基準等の正しい理解」「職員の労務管理」「適切なサービス提供のあり方」などの知識を修得させる。

	
	対象者
	指定小規模多機能型居宅介護事業者、指定認知症対応型共同生活介護事業者等の管理者又は管理者になる予定者

	
	実施時期
	第１期：令和５年10月２日・３日
第２期：令和５年11月９日～10日
· 受講申込者数が少なかったことから、まとめて第１期に実施。

	
	研修場所
	　盛岡市勤労福祉会館

	
	受講定員
(実人員)
	第１期：定員50名（修了43名）
第２期：定員50名（修了25名）

	
	実施内容
	１　地域密着型サービス基準
２　地域密着型サービスの取組み
３　介護従事者に対する労務管理
４　適切なサービス提供のあり方　
※詳細は募集要項のとおり

	
	講師
	県長寿社会課担当職員
　社会保険労務士
県内事業所職員　等

	研修担当者の所見
	・当該研修の受講は、認知症対応型共同生活介護事業所、認知症対応型通所介護事業所及び小規模多機能型事業所の指定要件とされていることから、若干の定員超過があっても受講機会の確保を優先し、受講者を受け入れていること。
・受講者によっては、新規事業所の管理者としてすぐに実践予定の方もいるため、事業所管理の取組みがイメージできる内容となるよう、講師選定等に留意する必要があること。



令和５年度認知症介護実践者等養成研修事業　実施総括表
	研修名
	小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修

	実施状況
	目　的
	計画を適切に作成するうえで必要な「適切なサービスの提供」「利用計画作成演習」などの知識・技術を修得させる。

	
	対象者
	指定小規模多機能型居宅介護事業所等の計画作成担当者又は計画作成担当者となる予定者

	
	実施時期
	　令和５年11月20日・21日

	
	研修場所
	　盛岡市勤労福祉会館

	
	受講定員
(実人員)
	定員50名（修了18名）


	
	実施内容
	１　総論・小規模多機能ケアの視点
２　ケアマネジメント論
３　地域生活支援
４　チームケア
５　居宅介護支援計画作成の実際
※詳細は募集要項のとおり

	
	講師
	全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会理事長等

	研修担当者の所見
	・小規模多機能型居宅介護関係機関や県内外からの情報により、講師として良好な実績がある講師を人選する必要があること。
・当該研修は、小規模多機能型居宅介護事業所計画担当者の必須研修とされていることから、特に新規開設事業所の受講者に、事業所の取組がイメージできる内容となるよう留意する必要があること。


別紙 ①





別紙 ②





別紙 ③





別紙 ④





別紙 ⑤





別紙 ⑥








